	①申請資格
	ＤＣ１／ＤＣ２
	受付番号

	②審査領域
	　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　

	③分　科
	　　　　　　　　　　
	⑥専門分野

	④細　目
	　　　　　　　　　　
	

	⑤分科・細目

コード
	　　　　　　　　　　
	


1．申請資格等

	（ﾌﾘｶﾞﾅ）

⑦氏　名


	
	⑧性　別
	

	⑨国　籍
	

	⑩生年月日
	昭和　　年　　月　　日　生　（平成19年4月1日現在　　　歳）


	⑪博士課程の状況


	1．平成　　年　月　　入学
2．課程種別：
3．休学期間合計：　　年　　月　
4．平成19年3月末時点における博士在学期間累計（休学期間を除く）：　　年
5．平成19年4月時点における在学年次：　　年
6．博士課程に係る学歴の特記事項：　

	⑫学　歴
	1．平成　　年　月　　　大学　　　学部　　　学科卒
2．平成　　年　月　　　大学大学院修士課程入学
　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　研究科　　　専攻）
3．平成　　年　月　　　大学大学院博士課程入学
　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　研究科　　　専攻）

	⑬研究・職歴等
	1．平成　　年　月　～　平成　　年　月
2．




	⑭日本学生支援機構等

奨学金貸与の有無
	
	⑮外国人留学生に対する

奨学金等受給の有無
	

	⑯研究課題
	


                                                           申請者氏名　　　　　　　　　　　　　

－１／８－
	⑰現在の
研究指導者
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)
氏　名
	
	職名
	

	
	
	科学研究費補助金研究者番号
	

	
	所属機関
	

	
	部局
	
	部局

種別
	

	⑱採用後の

受入研究者

(法学研究科COE拠点リーダーまたは事業推進担当者に限る)
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

氏　名
	
	職名
	

	
	
	科学研究費補助金研究者番号
	

	
	所属機関
	

	
	部局
	
	部局

種別
	


	⑲現住所

	〒

電話番号：

携帯電話番号：

FAX番号：

e-mail: 

	⑳所属機関

（所在地・機関名・部局等名）
	〒

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　（内線）
携帯電話番号：

FAX番号：

e-mail: 

	審査結果通知先
	〒

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　（内線）
携帯電話番号：

FAX番号：

e-mail:


                                                           申請者氏名　　　　　　　　　　　　　

－２／８－

2．現在までの研究状況（図表を含めてもよいので、わかりやすく記述すること。様式の改変・追加は不可(以下同様)）
　①これまでの研究の背景、問題点、解決方策、研究目的、研究方法、特色と独創的な点について当該分野の重要文献を挙げつつ記述する
　　こと。

　②申請者のこれまでの研究経過及び得られた結果について、問題点を含め①で記載したことと関連づけて説明すること。

　　なお、これまでの研究結果を論文あるいは学会等で発表している場合には、申請者が担当した部分を明らかにしつつ、それらの内容を

　　記述すること。
	


                                                           申請者氏名　　　　　　　　　　　　　

－３／８－
	（現在までの研究状況の続き）



3．これからの研究計画
(1) 研究の背景

　　2.で述べた研究状況を踏まえつつ、これからの研究計画の背景、問題点、解決すべき点、着想に至った経緯等について参考文献を挙げ

　つつ記入すること。
	


                                    申請者氏名　　　　　　　　　　　　　
－４／８－
 (2) 研究目的・内容（図表を含めてもよいので、わかりやすく記述すること）
　①研究目的、研究方法、研究内容について記述すること。

　②どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか、具体的に記入すること。

　③なお共同研究の場合には、申請者が担当する部分を明らかにすること。

　④研究計画の期間中に異なった研究機関（外国の研究機関等を含む）において研究に従事することを予定している場合はその旨を記載すること。

	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　

－５／８－
(3) 研究の特色・独創的な点

　　次の項目について記載すること。

　　　①これまでの先行研究等があれば、それらと比較して、本研究の特色、着眼点、独創的な点

　②国内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ、意義
　③本研究が完成したとき予想されるインパクト及び将来の見通し

	


 (4) 年次計画


	（１年目）

（２年目）

（３年目）（DC２は記入しないこと）




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　
－６／８－

4．研究業績（下記の項目について申請者が中心的な役割を果たしたものがある場合は項目に区分して記載すること。申請者にアンダーラインを付すこと）
(1) 学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文又は著書（査読の有無を区分して記載すること。査読のある場合、印刷済及び採録決定済のものに限り、査読中・投稿中のものは除く）
①著者（申請者を含む全員の氏名を、論文と同一の順番とする）、題名、掲載誌名、発行所、巻号、pp開始頁－最終頁、発行年をこの順で記入すること。なお、著者の所属・職については脚注に記載すること。
②採録決定済のものについては、それを証明できるものをP.8の後に添付すること。

(2) 学術雑誌等又は商業誌における解説、総説

(3) 国際会議における発表（口頭・ポスターの別、査読の有無を区分して記載すること）
　　　著者（申請者を含む全員の氏名を、論文等と同一の順番で記載すること）、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載

　　すること。発表者に○印を付すこと。

(4) 国内学会・シンポジウム等における発表

　　　(3)と同様に記載すること。
(5) 特許等（申請中、公開中、取得を明記すること。ただし、申請中のもので詳細を記述できない場合は概要のみの記述でよい。)
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　

－７／８－
５．自己評価

　日本学術振興会特別研究員制度は、我が国の学術研究の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資することを目的としています。この目的に鑑み、申請者本人による自己評価を次の項目毎に記入すること。

　①研究職を志望する動機、目指す研究者像、自己の長所等

　②自己評価する上で、特に重要と思われる事項（特に優れた学業成績，受賞歴，飛び級入学，留学経験，特色ある学外活動など）

	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　　
－８／８－

平成１９年度日本学術振興会特別研究員申請者に関する評価書　（ＤＣ）
	本書式を http://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_boshu_f.htm からダウンロードし、次頁に記載した特別研究員の制度並びに評価書作成上の注意点をよく読んで記入してください。


①評価者の所属機関：                                大  学　　　　    　　　　学部・研究科・研究所
           　　　　                          　　　　　　　 　　　　　　       研究所
       　　　　　 　 職：                 　                            氏名：                 　　　　印
	②申請者

　氏　名

	③研究課題（申請書の「研究課題」を記入）



	④申請者の研究能力について
　次のような観点から申請者の資質を評価し、□内にチェック又は■としてください。わからない場合は右端の「わからない」の欄を選択してください。

　　　　　　　　　　　　特に優れている　優れている　　普　通　　劣っている　わからない

・研究姿勢・忍耐力　　　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□

・専門的知識・技量　　　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□

・着想力・創造力　　　　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□

・コミュニケーション能力　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□
・将来性　　　　　　　　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□　　　　　□

　申請者の研究能力を総合的に評価してください（該当する項目を○で囲んでください）。

　   これまでに指導した大学院博士課程学生（約　　　名）の中で

　　　ア）上位１０％程度　　イ）２５％程度　　　ウ）５０％程度　　　エ）５０％以下



	上記の諸点に着目し、申請者の研究課題遂行能力及び我が国の学術研究の将来を担う人材となりうるかなどの資質について評価してください。




－９－
	⑤申請者の研究者としての将来性を判断する上で特に参考になると思われる事項があれば記入してください。（例：特に優れた学業成績，受賞歴，飛び級入学，留学経験，特色ある学外活動など）



（評価書作成上の注意点）

＊本評価書作成の際は、日本語又は英語で記入してください。なお、手書きする場合は、黒インク又は黒ボールペンで丁寧に記入してください。
＊評価書作成者は、申請書記載の「現在の研究指導者」と同一であること。現在、研究指導の委託により他大学等において研究指導を受けている場合は、「現在の研究指導者」が委託先の受入研究者と連絡をとって作成してください。
＊本評価書は、審査の重要な資料となるので、当該申請者についてできるだけ具体的かつ明確に記入してください（DC1の場合、研究業績は未完成のものが多いと思われるため、特に詳細に書いてください）。
＊本評価書は、本書以外に新たに用紙を加えることはできません。

＊写しは６部（A4版、両面コピー）とり、本書及び写しを併せて封筒（角2）に入れ厳封の上、申請者が作成する申請書に添付してください（封筒の表に申請者名と評価者名を記載してください）。
	特別研究員制度について

　日本学術振興会特別研究員制度は、優れた若手研究者に、その研究生活の初期において、自由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を与えることにより、我が国の学術研究の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資することを目的として、大学院博士課程在学者及び大学院博士課程修了者等で、優れた研究能力を有し、大学その他の研究機関で研究に専念することを希望する者を採用し、研究奨励金を支給するものです。

　　　参考：過去の採用状況（平成１３～１７年度）
年度
ＳＰＤ・ＰＤ
ＤＣ
計
申請数
採用数
採用率
申請数
採用数
採用率
申請数
採用数
採用率
１７
4,689
480
10.2%
7,428
1,416
19.1%
12,117
1,896
15.6%
１６
4,718
535
11.3%
7,429
1,048
14.1%
12,147
1,583
13.0%
１５
4,836
716
14.8%
7,124
905
12.7%
11,960
1,621
13.6%
１４
5,062
598
11.8%
7,050
763
10.8%
12,112
1,361
11.2%
１３
4,632
576
12.4%
6,934
829
12.0%
11,566
1,405
12.1%
　※詳細はhttp://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_saiyo.htm　をご覧ください。




－１０－

平成１９年度採用分


特別研究員-ＤＣ


申請書





東北大学大学院法学研究科


21世紀COE申請用








ＤＣ





ＤＣ





(申請内容ファイル)





ＤＣ





ＤＣ





ＤＣ





ＤＣ





ＤＣ





ＤＣ





ＤＣ





ＤＣ





ＤＣ








